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本研究は，RC 建築物の長寿命化という目標に対して，コンクリートの収縮ひび割れに起因する建
築物の劣化を制御・補修することを目的として実施した。 
本論文は，第 1章から第 6章で構成され，各章の研究内容は以下のとおりである。 
































材齢 7日時点でのモルタルの自己収縮ひずみをほぼ 0まで抑制可能であった。 
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(2) 材齢 7日以降においては，材齢 7日まで 20℃で養生した試験体について，膨張材添加率が 5%以
上の試験体には遅れ膨張が発生した。湿度条件のいずれにも，遅れ膨張が発生したため，膨張材
による遅れ膨張の発生には外部からの水分供給が不要との知見が得られた。 





(5) 同様な膨張劣化現象である DEF 膨張と比較して検討し，本研究の範囲では初期に 90℃養生した
試験体に DEFと思しき膨張劣化は一切確認できなかったため，膨張材の遅れ膨張のメカニズムは
DEFによる膨張機構とは異なるものと考えた。 
第 5章では，RC建築物外壁に生じた乾燥収縮ひび割れの制御・補修に関する検討を実施している。 
まず，日中の施工時刻に応じる壁面温度の日変動が左官モルタルの乾燥収縮ひび割れリスクに及ぼ
す影響に着目し，外壁温度日変動（上昇，下降）を模擬した温度条件で養生した左官モルタルひずみ
の経時変化を計測する上で検討を実施した。得られた知見を以下に示す。 
(1) 施工時刻を想定した条件（施工直後に温度上昇あるいは下降）においては，温度変動時に大きな
膨張あるいは収縮ひずみが発生し，そのひずみがその後も残留する結果が得られた。ひずみの計
測結果に加えて，左官モルタルのクリープの影響も含めて考慮し，下地コンクリートと左官モル
タルを想定した簡易な FEM による左官モルタル内部の応力分布の解析結果は，施工直後に温度
下降する場合は温度上昇する場合より，約 0.2MPa程度大きいであった。 
(2) 左官モルタルに収縮低減剤の使用は，温度変動履歴に伴うひずみの発現を助長する可能性がある
ものの，長期的には，乾燥収縮ひずみを低減させることによって，下地コンクリートの拘束効果
に起因する拘束応力を減じ，ひび割れリスクを低減させる。 
次に，RC 壁躯体コンクリートに生じた乾燥収縮ひび割れを補修する際の重要情報として，乾燥収
縮ひび割れの開閉挙動の長期間モニタリング並びに数値解析を用いた検証を実施した。得られた知見
を以下に示す。 
(1) RC 造壁に発生した乾燥収縮ひび割れの開閉挙動は，年変動のように壁面温度が比較的緩やかに
変化する場合は，部材断面方向に温度分布がほとんど生じず，ひび割れはどの断面においても一
様に挙動する。これに対して，日変動のように，壁部材断面に温度勾配が生じている場合には，
壁全体がそり変形を引き起こし，温度上昇時により急激に閉じ，反対側のひび割れは逆に開く方
向に挙動する結果が得られた。 
(2) ひび割れ開閉挙動は，周辺部材の拘束条件の影響を受け，同一のひび割れであっても測定する場
所（拘束度）によって異なる開閉挙動を示す。 
第 6章では，本論文で得られた成果を取りまとめ，今後の課題も併せて示している。 
